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日本気象学会1997年度総会議事録

場所：筑波大学大学会館講堂（つくば市天王台1－1－

　　　　1）

日時：1997年5月22日12時30分～15時5分

参加者数：会場出席者190名，委任状もしくは書面によ

　　　　　る出席者825名，出席合計1，015名

議　事

1．開　会

　　竹村行雄庶務担当常任理事より，総会の開会が宣

　言された．

2．議長選出

　　総会議長に大会委員長の安成哲三会員（筑波大学

　地球科学系）を選出した．

3．理事長挨拶

　　松野太郎理事長から，今大会開催担当機関である

　筑波大学・気象研究所・国立環境研究所・防災科学

　技術研究所をはじめとする関係者に対し謝辞が述べ

　られた

　　続けて以下のような挨拶を述べられた．ここ数年

　かけて学会内で検討してきた大会の運営形態の改革

　がまとまり，専門分科会とポスター・セッション形

　式を柱としてこの大会から試行することになった．

　会員間の議論を深める効果が表れることを願ってい

　る．今後の方向は，今回の施行の成果と会員からの

　アンケートの結果を検討して決めることにしてい

　る．

　　また，社会における気象学の幅広い応用と会員の

　多様化に応えるため，第29期の評議員は広い分野か

　ら人選した．現在の定款では，評議員は会員の中か

　ら選ぶことになっている．今後更に幅広い意見を求

　めるため，定款の改正も視野に入れて検討すること

　を考えている．

4．1997年度日本気象学会賞授与

　　学会賞候補者推薦委員会担当の二宮洗三常任理事

　が選定理由を説明し，松野太郎理事長から受賞者に

賞状ならびに賞金・メダルが授与された．

　　本年の受賞者と，受賞対象となった研究は以下の

　通り．

　佐藤信夫会員（気象庁観測部気象衛星室）

　「大気大循環モデル及び全球数値予報モデルヘの生

物圏モデルの導入ならびに大気大循環における陸面

過程及び大気・陸面相互作用の研究」

5．1997年度藤原賞授与

　　藤原賞候補者推薦委員会担当の田中正之理事が選

　定理由を説明し，松野太郎理事長から受賞者に賞状

　ならびに賞金・メダルが授与された．

　　本年の受賞者と，受賞対象業績は以下の通り．

　関口理郎会員（成践大学）

　「我が国におけるオゾン観測体制の確立，オゾン層変

　動機構の解明等の成層圏科学の発展への貢献」

6．1996年度事業報告

　　竹村行雄庶務担当常任理事から，総会資料に基づ

　き，事業報告が行われた．

7．1996年度会計報告

　　斎藤三行会計担当常任理事から，総会資料に基づ

　き，会計報告が行われた．

8．1996年度監査報告

　　総会資料により，中村一監事から，監査の結果が

　報告された．

　　引き続き，事業報告，会計報告，監査報告にっい

　て採決の結果，賛成多数で承認された．

9．各賞及び国際交流に関する細則等の改正，

　　竹村行雄庶務担当常任理事から，総会資料により，

　提案理由の説明があった．

　　なお，総会資料の堀内賞受賞者選定規定3項の改

　正案で，「…気象学及び気象技術の向上に寄与してい

　る…」は，「…気象学及び気象技術の発展・向上に大

　きな影響を与えている…」の誤りと訂正の上，採決

　の結果，賛成多数で承認された．

10．1997年度事業計画

　　竹村行雄庶務担当常任理事から，総会資料に基づ

　き，事業計画の提案が行われた．

　　学会会員名簿の作成については，従来の編集方針

　を見直して，会員間の情報交換に役立つ項目を盛り

　込む，印刷経費の見積もりに基づき，学会財政への

　負担を緩和するため，印刷費実費負担で希望者に販

　売するとの案が提案された．

11．1997年度予算案

　　斎藤三行会計担当常任理事から，総会資料に基づ

　き，予算案の提案が行われた．

　　引き続き，事業計画および予算案に関しまとめて

議論が進められた．

　　会員名簿の作成については，印刷や配布の経費見

積もりが以前のものに比べて高いのではないかと
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　か，従来の名簿の印刷形式にも利点があるので考慮

　して欲しいとの意見が出され，松野理事長から実施

　の中でさらに検討すると回答があった．

　　また，気象庁資料のCD－ROM化に対し，資料を調

　査する上で印刷物も利点があるので学会として気象

庁に再検討するよう申し入れて欲しい，それが無理

　なら学会として印刷サービスして欲しいとの意見が

　出され，松野理事長から問題点を検討するとの回答

　があった．

　　事業計画および予算案は賛成多数で承認された．

12．理事の辞任に伴う追加推薦

　　松野太郎理事長から，総会資料に基づき，理事5

　名からの辞任の申し出があり理事会でこれを承認し

　た．これに代わる理事として全国区および各支部か

　ら推薦された候補者を提案する旨，説明があった．

　　採決の結果，賛成多数で全候補者が理事に選任さ

　れた．

13．議長解任

　　安成哲三議長から総会の議事運営に関する出席者

　の協力に感謝する旨挨拶があった後，議長は解任さ

　れた．

14．閉　会

　　竹村行雄庶務担当常任理事が総会を閉会する宣言

　を行った．

　　　　　以上の議事録の通り相違いありません．

　　　　　　　　　　総会議長　安成哲三㊥

　　　　　　　　　　出席者代表　　米谷恒春　㊥

　　　　　　　　　　出席者代表　　千葉　長　㊥

日本気象学会および関連学会行事予定

行事名 開催年月日 主催団体等一 場所 備考

第5回水資源に関するシン

ポジウム
1997年8月4日
　　　　～5日

．日本学術会議水資源学研

究連絡委員会，日本気象

学会，他

日本学術会議講堂・

会議室
（東京都港区六本木）

東京都新宿区四谷1丁目無
番地

　社団法人　土木学会内

　Te1．03－3355－3441

　Fax．03－5379－0125

交通機関：営団地下鉄・千代

　　　　　田線「乃木坂駅」

　　　　　下車，徒歩1分

第31回夏季大学
「新しい気象学」

一大気汚染と酸性雨一

1997年8月4日
　　　　～6日

日本気象学会 東京大学山上会館
（東京都文京区本郷）

東京都千代田区大手町1－3τ4

　気象庁内

　日本気象学会事務局
　　　　　　　　　　　I　Te1．03－3212－8341

　　　　　　　（内線2546）

　Fax．03－3216－4401

水文・水資源学会

1997年度総会・研究発表会
1997年8月21日
　　　　～23日

水文・水資源学会 愛媛大学農学部
　　（愛媛県松山市）

愛媛大学農学部地域開発学
研究室

　Tel．089－946－9882高瀬

　Fax．089－921－0771

日本気象学会

1997年度秋季大会
1997年10月7日
　　　　～9日

日本気象学会 北海道大学学術交流

会館および百年記念

会館
　　　（札幌市北区）

札幌市北区北8条西5丁目
　TeL　O11－716－2111

　　　　　　　（内線2141）

生物・地球環境試料の超長

期保存ネットワークに関す

る国際ワークショップ

1997年11月3日
　　　　～6日

大阪府，日本気象学会，

他

千里ライフサイエン

スセンター
　　（大阪府豊中市）

東大阪市小若江3－4－1

　近畿大学内

　Tel．06－721－2332

　Fax．06－730－1320
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